




要約:慢性肺疾患(CLD)の早期診断を目的に、生後 1週以内に人工換気療法を始めた低出生

体重児(LBW)について、生後早期より気管内吸引物の細胞学的検討を Merritt らの方法に

従って行った。その結果、57 例中 9 例が Class 皿を示し、その全例が CLD を合併した。

従来の基準で CLD と診断された 14 例中 5 例は ClassⅡを示した。ClassⅡ以上の症例がそ

の最高値に達する日齢は 6.9±6.5 日で、1 ヵ月を要する従来法より早期診断が可能と思

われた。


